
段
と
高
雅
な
る
修
養
を
稲
む
の
登
悟
を
し
て
貰
は
ね
ば
な
ら
む
と
思
ふ
。

そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
人
一
倍
と
高
き
修
挫
を
積
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
要
す

れ
ば
三
年
の
中
に
勇
あ
り
て
且
つ
方
を
知
ら
し
む
べ
し
云
々
。
円
求
、
公

西

華
、
叉
各
國
を
治
め
る
こ
と
又
は
小
相
と
な
ら
む
こ
と
を
述
べ
た
。
最
後
に
早

哲
は
琴
を
弾
じ
て
居
た
が
之
を
止
め
て
「
葵
春
に
は
春
服
既
に
成
り
、
冠
者
五

六
人
、
競
子
六
七
人
、
祈
に
浴
し
、
舞
雰
に
風
し
、
詠
じ
て
蹄
ら
ん
」
夫
子
哨

然
と
し
て
唖
じ
て
曰
く
「
吾
汝
に
典
せ
ん
」
之
は
直
接
美
を
高
調
せ
る
語
で
は

〔
が
〕

な
い
か
、
藝
に
滸
ぶ
こ
と
は
世
俗
的
の
名
唇
、
政
治
的
功
業
を
立
つ
る
こ
と
よ

り
も
一
段
と
高
尚
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
放
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
味
ふ
べ

き
で
あ
る
と
思
ふ
。

斯
く
考
へ
来
る
と
き
は
将
来
美
術
家
と
し
て
荻
に
精
進
せ
ん
と
す
る
諸
君
は

斯
る
境
地
に
逹
す
る
こ
と
を
理
想
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
其
の
修
蓑
は
常

人
や
俗
人
以
上
に
秀
ず
る
の
覺
悟
を
要
す
る
次
第
で
あ
る
。

又
師
範
科
に
學
ん
で
賂
来
教
育
家
た
ら
ん
と
す
る
諸
君
は
更
に
叉
人
の
師
表

と
し
て
、
學
生
生
徒
を
蓋
化
す
る
の
登
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

聖
上
陛
下
が
昭
和
六
年
東
京
高
等
師
範
六
十
周
年
記
念
式
に
臨
御
あ
ら
せ
ら

〔
殊
力
〕

健
全
ナ
ル
闊
民
ノ
雅
成
ハ
―
二
師
表
タ
ル
モ
ノ
、
徳
化
二
佼
ツ
事
二
教
育

ニ
従
フ
者
其
レ
哲
助
努
カ
セ
ヨ

と
畏
き
勅
語
を
賜
っ
た
の
で
あ
る
。
数
育
者
及
将
来
数
育
者
た
ら
む
と
す
る

者
は
一
に
此
の
聖
旨
を
儒
し
て
奉
公
の
誠
を
盤
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

る
に
賂
束
専
門
の
美
術
家
た
ら
ん
と
す
る
諸
君
も
叉
赦
育
家
た
ら
ん
と
す
る
諸

君
も
各
自
其
の
天
職
に
思
を
致
す
な
ら
ば
、
他
の
學
校
に
學
ぶ
青
年
よ
り
も

一

以
上
所
懐
の
一
端
を
述
べ
て
挨
拶
に
代
へ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

れ
ま
し
て

和
田
英
作
校
長
の
辞
職
・
名
誉
教
授
の
称
号
贈
与

既
述
(
7
2
0
頁
）
の
よ
う
に
、
松
田
改
組
の
際
に
帝
国
美
術
院

・
帝
展
改
作
者
側

の
一
人
と
し
て
反
対
派
の
攻
摯
の
的
と
な
っ
た
和
田
校
長
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

十
一
年
春
、
か
ろ
う
じ
て
改
組
第
一
回
帝
展
が
開
か
れ
た
後
も
美
術
界
の
波
瀾

は
治
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
文
部
省
当
局
の
不
手
際
な
措
置
が
波
瀾
を
さ
ら
に
か
き

立
て
る
結
果
を
招
い
た
た
め
、
和
旧
校
長
の
犠
牲
的
努
力
も
水
泡
に
帰
し
た
。

即
ち
、
松
田
文
相
は
こ
の
昭
和
十
一
年
二
月
に
突
然
死
去
し
、
川
崎
卓
吉
が
文

相
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
ニ

・
ニ
六
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
た
め
岡
田
内
閣

が
街
れ
て
広
田
内
閣
が
成
立
。
平
生
鋲
三
郎
が
文
相
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
第

一
部
会
（
旧
帝
展
第

一
部
日
本
画
部
門
作
家
の
組
織
。
中
心
は
松
岡
映
丘
、
小

奎
翠
雲
、
荒
木
十
畝
、
松
林
桂
月
ら
）
は
飛
田
周
山
、
島
田
墾
仙
、
矢
沢
弦

月
、
野
田
九
浦
、
勝
田
蕉
琴
を
代
表
に
立
て
て
再
改
革
試
案
を
文
相
に
提
出

し
、
第
二
部
会
（
同
第
二
部
洋
画
部
門
作
家
の
組
織
）
も
岡
田
一
一一
郎
助
、
藤
島

武
二
、
和
田
一二
造
、
中
村
不
折
、
中
沢
弘
光
、
満
谷
国
四
郎
、
南
策
造
の
七
名

が
再
改
革
の
意
見
書
を
文
相
に
提
出
し
た
。
因
み
に
矢
沢
弦
月
、
岡
田
三
郎

助
、
藤
島
武
二
、
和
田
三
造
、
南
策
造
は
本
校
現
職
教
官
で
あ
る
。
文
相
は
こ

れ
ら
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
再
改
革
に
踏
み
切
り
、
前
年
帝
国
美
術
院
総
会
で

決
定
し
た
事
柄
を
白
紙
に
戻
し
、
参
与
、
指
定
な
ど
の
格
付
け
を
撤
廃
し
、
展

覧
会
は
以
後
文
部
省
が
主
催
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
新
文
展
は
第
四
部
（
エ

芸
）

以
外
は
有
鑑
査
展
（
鑑
壺
に
合
格
し
た
公
募
作
を
展
観
）
と
招
待
展
（
帝

国
美
術
院
会
員
、
院
長
指
名
の
招
待
者
の
作
品
を
展
観
）
に
分
け
て
時
期
を
ず

ら
せ
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
旧
帝
展
の
弊
害
の
根
源
と
な
っ
て
い

た
無
鑑
査
特
権
を
ま
た
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
し
か
も
準
備
段
階
に
お

①
 
関

連

事

項
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い
て
美
術
家
た
ち
の
反
感
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
再

び
大
き
な
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

平
生
案
が
出
さ
れ
る
や
、
松
田
改
組
に
参
画
し
た
文
部
官
僚
の

一二
辺
次
官
、

赤
間
専
門
学
務
局
長
も
反
対
の
意
を
表
明
し
て
辞
表
を
提
出
し
た
。
和
田
校
長

と
川
合
玉
堂
教
授
も
鏑
木
消
方
、
横
山
大
観
、
梅
原
龍
三
郎
、
安
田
靱
彦
、
前

田
青
咄
、
小
林
古
径
、
佐
藤
朝
山
、
富
本
憲
吉
、
橋
本
関
雪
、
富
田
渓
仙
、
菊

池
契
月
ら
と
連
名
の
帝
国
美
術
院
会
員
辞
職
声
明
書
を
提
出
し
た
（
川
端
龍
子

は
単
独
で
辞
表
提
出
）
。
こ
の
よ
う
に
、
松
田
改
組
、
平
生
再
改
組
は
美
術
界

を
未
曾
有
の
混
乱
に
落
と
し
入
れ
た
が
、
上
記
の
事
柄
か
ら
も
判
る
よ
う
に
本

校
の
教
官
た
ち
の
問
に
も
対
立
を
生
じ
さ
せ
た
。
か
く
て
和
田
校
長
は
昭
和
十

一
年
六
月
二
十
二
日
に
校
長
を
辞
任
。
川
合
玉
堂
も
同
月
辞
表
を
提
出
し
た

が
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
留
任
（
退
職
は
昭
和
十
――一
年
）
す
る
こ
と
と
な

こ
。
f
 

つ

こ
の
秋
に
は
平
生
文
相
案
に
基
づ
い
て
文
展
招
待
展
が
開
催
さ
れ
た
が
在
野

団
体
の
作
家
お
よ
び
前
出
の
辞
表
提
出
者
た
ち
は
出
品
せ
ず
、
全
く
も
と
の
官

展
に
逆
灰
り
し
た
観
を
呈
し
た
。
二
科
会
か
ら
帝
国
美
術
院
会
員
に
抜
擢
さ
れ

た
作
家
た
ち
は
別
に

一
水
会
を
組
織
し
、
ま
た
、
前
出
第
一

一部
会
の
中
の
新
進

有
力
作
家
は
新
制
作
派
協
会
を
組
織
し
た
。

和
田
校
長
辞
任
と
同
時
に
油
画
科
教
授
岡
田
三
郎
助
が
校
長
事
務
取
扱
（
同

年
九
月
二
日
ま
で
）
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

功
紐
調
因

功
績
調
書
（
控
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

和
田
は
同
年
八
月
十
八
日
に
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
称
号
贈
与
申
請
の
際
の

一
、
昭
和
七
年
五
月
―――
十
日
東
京
美
術
學
校
長
二
任
ゼ
ラ
ル

元
東
京
美
術
學
校
長
従
三
位
動
笠
一
等
和
田
英
作

東
京
美
術
學
校
長
在
官
中
功
績

爾
来
昭
和
十

一
年
六
月
二
十
二
日
退
官
二
至
ル
迄
在
職
四
年
二
過
ギ
ザ
ル
ト
雖
其
間
鋭

慈
校
内
ノ
刷
新
ヲ
闘
リ
先
ヅ
本
校
教
務
妓
二
事
務
ノ
統
制
ヲ
正
フ
ス
ル
為

メ
ニ
数
育
事
務
並
二
事
務
分
掌
規
程
ヲ
制
定
シ
タ
ル
ヲ
始
メ
ト
シ
昭
和
八

年
二
月
ニ
ハ
本
校
規
則
ヲ
改
正
ジ
時
代
二
即
シ
タ
ル
赦
育
制
度
ヲ
確
立
シ

入
學
資
格
ヲ
中
學
四
年
以
上
ト
シ
テ
教
育
年
限
ノ
短
縮
ヲ
計
リ
タ
ル
如
ク

其
功
緞
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
、
圏
甕
師
範
科
修
業
年
限
延
長
問
題
二
関
シ
テ
ハ
経
費
ノ
都
合
上
未
ダ
宜

現
二
至
ラ
ザ
ル
モ
和
田
校
長
ハ
岡
聾
師
範
科
卒
業
生
ガ
宜
際
配
嘗
二
嘗
リ

テ
岡
甕
以
外

二
作
業
科
ノ
担
任
ヲ
モ
兼
ネ
シ
メ
ラ
ル
、
場
合
最
モ
多
キ
現

況
二
鑑
ミ
其
宜
情
二
副
ハ
シ
ム
ル
為
メ
ニ
作
業
科
ヲ
併
課
シ
以
テ
作
業
敦

育
ノ
完
全
ヲ
期
セ
ン
コ
ト
ヲ
計
粛
セ
ル
ハ

極
メ
テ
時
宜
二
適
セ
ル
著
限
卜

シ
テ
見
逃
ス
能
ハ
ザ
ル
一
事
ナ
リ

一
、
版
盟
赦
育
二
就
テ
ハ
就
任
以
来
主
張
七
ル
処
ニ
シ
テ
元
来
版
盟
ハ

其
技

術
的
工
程
ョ
リ
生
ス
ル
固
有
ノ
表
現
効
果
ヲ
以
テ
他
ノ
手
法
ニ
ョ
リ
成
シ

能
ハ
ザ
ル
特
殊
ノ
藝
術
的
償
値
ヲ
有
シ
美
術
ノ

一
分
科
ト
シ
テ
重
要
ナ
ル

領
域
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ
其
技
法
タ
ル
ヤ
特
殊
ノ
習
熟
ヲ
必
要

ト
ッ
且
ッ
其
効
果
ハ
一
般
給
盟
ノ
自
由
暢
達
ナ
ル
領
域
二

比
シ
寧
口
簡
素

小
規
模
ナ
ル
趣
致
ヲ
旨
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
比
較
的
閑
却
セ
ラ
レ
易
ク
一
部
特

志
ナ

ル
研
究
者
ノ
問
二
於
テ

ノ
ミ
試
ミ
ラ
ル

、
程
度

ニ
ア
リ
特
二
我
ガ

美
術
ノ
誇
ト
ス

ル
日
本
木
版
粛
法
ノ
粕
技
二
李
リ
テ
ハ
其
技
法
ヲ
嗣
グ
モ

ノ
宜
ク
今
ニ
シ
テ
之
ヲ
保
護
奨
勘
セ
ズ
ン
バ
遂
ニ
ハ
其
絶
滅
ヲ
見
ル
ノ
惧
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セ
ラ
レ
ク
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
昭
和
七
年
五
月
三
十
日
學
校
長
二
任
七
ラ
ル
、
迄

数
授
在
官
虹
二
ニ
十
八
年
八
ヶ
月
ノ
長
期
二
亘
リ
幾
多
ノ
後
進
ヲ
数
森
シ
我

メ
ク
リ

カ
ク
テ
滞
佛
三
年
ニ
ッ
テ
婦
朝
シ
明
治
三
十
六
年
十
月
数
授
二
任

一
ハ
巴
里
府
開
設
ノ
「
サ
ロ
ン
」

一油
甕
思
郷
闘
ヲ
出
品
シ
頓
二
名
啓
ヲ
高

ナ
シ
ト
セ
ザ
ル
ノ
状
勢
ヲ
悟
リ
特
二
雨
澗
會
ョ
リ
ノ
資
助
ヲ
得
テ
昭
和
十

年
五
月
臨
時
版
監
数
室
ヲ
設
協
シ
以
テ
本
邦
木
版
盟
法
ノ
存
釈
卜
他
方
西

邦
二
於
テ
痰
逹
練
磨
セ
ラ
レ
ク
ル

エ
ッ
チ
ン
グ
ノ
技
法
ヲ
他

ヘ
テ
現
代
ニ

於
ケ
ル
美
術
製
作
上
新
ナ
ル
分
野
ヲ
拓
カ
ソ
コ
ト
ヲ
企
劃
セ
ル
ナ
リ
誠

ー
一
時
流
二
適
七
ル
好
施
設
ト
シ
テ
其
功
紙
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

東
京
美
術
學
校
赦
授
在
官
中
功
紹

和
田
校
長
ハ
明
治
二
十
年
九
月
明
治
駆
院
二
學
ビ
上
杉
熊
松
ノ
教
ヲ
受
ヶ
テ

後
曽
山
幸
彦
二
就
キ
洋
粛
ヲ
修
メ
師
ノ
歿
後
ハ
原
田
直
次
郎
ノ
門
二
入
リ
修

業
ス
ル
コ
ト
＝
一
年
轄
シ
テ
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
両
名
ノ
所
設
ニ
カ
、
ル

天
箕
道
場
二
入
リ
専
ラ
洋
盟
ヲ
修
ム

本
校
二
西
洋
證
ノ
創
設
セ
ラ
レ
ク
ル
ハ
明
治
二
十
九
年
七
月
八
日
ニ
ッ
テ
営

時
天
慎
道
場
ノ
黒
田
、
久
米
両
名
ハ
聘
セ
ラ
レ
テ
教
授
ト
ナ

ル
ヤ
其
推
娩
ニ

ヨ
リ
一
旦
助
数
授
二
任
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
同
一
二
十
年
二
月
自
ラ
願
出
デ
、
二
學

徒
ト
ナ
リ
同
年
七
月
西
洋
盟
撰
科
ヲ
修
了
セ
リ
同
年
十
月
再
ビ
数
場
助
手

ト
ッ
テ
留
マ
ル

コ
ト
、
ナ
レ

リ

次

デ
同
三
十
二
年
十
月
油
粛
研
究
ノ
為
佛

〔
コ
〕

剥
西
図
二
留
學
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
彼
地
ア
カ
デ
ミ

ー
ュ
ラ
ロ
ッ
シ
ニ
入
學
ラ
フ

〔
マ
マ
〕

ァ
エ
ル
、
コ
ラ
ン
。
ク

ー
ル
ト
ア
ニ
就
キ
木
炭
粛
、
油
盟
ヲ
又
ュ

ー
ジ
ェ

ー

ヌ
、
グ
ラ
ッ
セ
ニ
就
キ
テ
装
飾
美
術
ヲ
修
ム
ル
ニ
及
ビ
技
愈
々
精
妙
ヲ
加
ヘ

西
暦
千
九
百
年
巴
里
府
二
開
設
セ
ル
世
界
大
博
覧
會
二
油
霊
渡
頭
夕
暮
闘
ヲ

「
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ノ
ラ
ー
プ
ル
」
賞
授
興
セ
ラ
レ
同
千
九
百
二
年

出
品
シ
、

宮
内
省
制
係
功
紹

結
成
セ
シ
メ
タ
ル
ガ
如
キ
其
著
明
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
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圏
洋
雹
ノ
進
運
二
寄
典
セ
シ
功
頼
ハ
永
久
二
頻
彰
七
ラ
ル
ペ

キ
モ
ノ
ナ
リ

婢
屁
會
欄
係
功
紐

樽
屁
會
二
剥
シ
テ
ハ
明
治
二
十
八
年
七
月
第
四
回
内
圃
勒
業
博
覧
會
開
催
セ

ラ
ル
、
ヤ
審
壺
員
ク
ル
黒
田
清
輝
松
岡
壽
久
米
桂
一
郎
浅
井
忠
ノ
諸
人
二
伍

〔
博
〕

シ
テ
「
海
邊
ノ
早
春
」
ヲ
出
品
シ
テ
入
賞
シ
好
評
ヲ
捕
シ
タ
ル
ヲ
始
メ
同
一――

十
六
年
七
月
第
五
回
内
國
勧
業
描
覧
會
同
四
十
年
東
京
勒
業
婢
覧
會
ニ
ハ
何

レ
モ
其
作
品
ヲ
出
品
シ
入
買
シ
テ
其
秀
作
ヲ
謡
ハ
レ
又
同
年
ノ
東
京
勒
業
婢

屁
會
同
四
十
三
年
九
月
ノ
伊
太
利
萬
國
博
買
會
大
正
三
年
四
月
ノ
東
京
大
正

博
覧
會
同
年
九
月
ノ
臨
時
婢
覧
會
等
ニ
ハ
何
レ

モ
鑑
審
査
官
ト
シ
テ
其
職
務

ニ
盛
痒
シ
美
術
上

ノ
稜
逹
向
上

ヲ
促
シ
タ
ル
所
著
ン

キ
モ
ノ
ア
リ

美
術
審
査
委
員
會
脳
係
功
粕

明
治
四
十
年
六
月
美
術
審
査
委
員
會
官
制
ノ
制
定

七
ラ
ル

、
ヤ
同
年
八
月
其

委
員
ヲ
被
仰
付
雨
来
大
正
八
年
之
ガ
麿
止
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
迄
毎
回
其
委
員
ヲ

被
仰
付
鑑
審
査
二
従
事
シ

一
般
美
術
界
二
盪
セ
ル
功
紹
ハ
丑
者
大
ナ
ル
モ
ノ
ア

帝
國
美
術
院
闘
係
功
糾

大
正
八
年
美
術
審
査
委
員
會
官
制
麿
止
セ
ラ
レ
帝
國
美
術
院
規
程
ノ
制
定
七

ラ
ル
、
ヤ
其
會
員
二
畢
ゲ
ラ
レ
爾
来
今
日
二
至
ル
迄
美
術
上
ノ
櫃
機
二
参
盟

シ
其
ノ
痰
逹
向
上
二
貢
献
セ
ル
コ
ト
十
八
年
二
及
ビ
其
功
績
ノ
著
シ
キ
モ
ノ

就
中
昭
和
十
年
五
月
帝
國
美
術
院
改
組
ノ
際
二
於
ケ
ル
従
来
特
殊
的

立
場
二
四
カ
レ
タ
ル
帝
展
ノ
搬
大
強
化
ヲ
岡
リ
強
カ
ナ
ル
綜
合
美
術
園
体
ヲ

炭
キ
泌
リ
ノ
御
下
命
ニ
ョ
リ
大
正
十
二
年
欄
東
大
盆
災
常
時
所
謂
非
常
閲
内

ア
リ

リ
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②

芝
田
徹
心
校
長
就
任

閣
組
織
ノ
大
命
ヲ
拝
ッ
ク
ル

山
本
内
閣
親
任
式
ノ
図
双
輻
ヲ
始
メ

昭
和
三
年

ニ
ハ
静
物
ヲ
同
六
年
花
蔭
亭
ノ
壁
盃
ヲ
抑
奄
シ
其
光
榮
二
浴
シ

タ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
同
九
年
十
二
月
ニ
ハ
帝
室
技
藝
員
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
今
尚
職
務
二
盛
痒
シ
功

榜
顕
著
ナ
リ

美
術
研
究
所
腸
係
功
釈

昭
和
七
年
六
月
明
治
大
正
美
術
史
編
認
委
員
會
委
員
ヲ
暉
託
セ
ラ
レ
又
同
十

年
十
月
美
術
研
究
所
官
制
ノ
制
定
ヲ
見
ル
ヤ
其
所
長
市
務
取
扱
ヲ
命
ゼ
ラ
レ

功
榜
ア
リ

一
般
美
術
界
闊
係
功
紹

明
治
四
十
三
年
東
京
府
主
催
ノ
東
京
美
術
及
美
術
工
藝
展
覧
會
ニ
ハ
評
議
員

及
委
員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
レ
大
正
十

一
年
佛
國
二
於
テ
官
設
美
術
展
覧
會
ノ
開
設

ニ
賞
リ
本
邦
代
表
的
美
術
品
出
陳
二
際
シ
テ
ハ
事
務
担
任
ヲ
命
七
ラ
レ
テ
渡

佛
シ
本
邦
固
有
ノ
美
術
ノ
紹
介
二
盛
カ
ス
ル
所
ア
リ
大
正
十
二
年
朝
鮮
美

術
展
究
會
開
設
二
際
シ
テ
ハ
審
査
委
員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
レ
同
年
四
月
ニ
ハ
佛
國

美
術
展
覧
會
準
備
委
員
二
畢
ゲ
ラ
レ
同
八
年
十
月
ニ
ハ
東
京
府
商
店
會
聯
盟

第
一
回
店
頭
装
飾
競
技
會
審
査
長
嘱
託
セ
ラ
ル
、
等
一
般
美
術
界
二
寄
典
七

シ
功
努
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ

各
種
委
員
開
係
功
釈

昭
和
八
年
五
月
ニ
ハ
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
委
員
會
委
員
二
畢
ゲ
ラ
レ

同
十
年
七
月
ニ
ハ
著
作
櫂
審
査
會
委
員
被
仰
付
等
美
術
以
外
ノ
部
門
二
亘
リ

テ
モ
功
労
ア
リ

官
等
及
位
照
〔
省
略
〕

⑤

羽
下
修
三
の
海
外
出
張

昭
和
十
一
年
九
月
二
日
、
芝
田
徹
心
が
校
長
に
就
任
し
た
。
芝
田
は
明
治
十

二
年
二
月
二
十
五
日
三
重
県
生
ま
れ
。
三
重
県
呼
常
中
学
校
、
第
四
高
等
学
校

を
経
て
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
。
大
学
院
在
学
中
、
仏
教
大

学
で
哲
学
概
論
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
を
教
え
、
私
塾
を
経
営
し
、
ま
た
、
順
天
中

学
で
倫
理
、
英
語
を
、
日
蓮
宗
大
学
、
次
い
で
曹
洞
宗
大
学
で
宗
教
学
を
、
第

八
高
等
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
教
え
た
。
明
治
四
十

一
年
同
大
学
院
を
満
期
除
籍

と
な
り
、
同
年
第
八
裔
等
学
校
教
授
に
就
任
し
、
大
正
十
年
同
校
校
長
、
昭
和

二
年
文
部
省
図
書
局
長
、
同
十
年
教
学
刷
新
評
談
会
幹
事
兼
務
と
な
っ
た
。
本

校
校
長
を
昭
和
十
五
年
五
月
ま
で
つ
と
め
た
後
、
女
子
学
習
院
長
と
な
る
。

③

小
林
万
吾
の
海
外
旅
行

教
授
小
林
万
吾
は
昭
和
十

一
年
七
月
八
日
、
熱
帯
地
方
の
風
物
写
生
の
た
め

南
洋
群
島
中
。ハ
ラ
オ
諸
島
へ
私
費
旅
行
の
件
が
許
可
さ
れ
、
約
一
ヶ
月
間
の
予

定
で
出
発
し
た
。

④

和
田
三
造
の
海
外
旅
行

教
授
和
田
三
造
は
昭
和
十
一
年
八
月
十
一
日
、
風
物
写
生
の
た
め
満
洲
国
へ

私
費
旅
行
の
件
が
許
可
さ
れ
、
八
月
十
六
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
旅
行
し
た
。

助
教
授
羽
下
修
三
は
満
洲
国
に
お
け
る
古
美
術
を
調
査
し
教
育
上
の
資
に
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
十

一
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
十
二
年
一
月

二
十
五
日
ま
で
本
校
校
館
費
よ
り
給
費
を
受
け
て
出
張
し
た
。
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